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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 無期限（設定日：平成28年12月29日）  

運 用 方 針 

この投資信託は、安定したインカムゲイ

ンの確保と信託財産の成長をめざして

運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 

主として「ＳＢＩボンド スリランカ短

期国債ファンド（適格機関投資家専用）」

及び「ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド

（適格機関投資家専用）」を主要投資対

象とします。なお、短期金融商品等に直

接投資する場合があります。 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を

設けません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への直接投資は行いません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 

毎月17日（休業日の場合は翌営業日）に

決算を行い、原則として以下の方針に基

づき収益の分配を行います。分配対象額

の範囲は経費控除後の配当等収益およ

び売買益（評価益を含みます。）等の全額

とします。分配対象額については委託者

が基準価額水準、市況動向等を勘案して

決定します。ただし、分配対象額が少額

の場合は、分配を行わないことがありま

す。なお、収益分配にあてず信託財産内

に留保した利益については、運用の基本

方針に基づき、元本部分と同一の運用を

行います。 

 

運用報告書  (全体版 ) 
第２作成期  

第６期 (決算日：2017年７月18日) 第７期 (決算日：2017年８月17日) 

第８期 (決算日：2017年９月19日) 第９期 (決算日：2017年10月17日) 

第10期 (決算日：2017年11月17日) 第11期 (決算日：2017年12月18日) 

 

ＳＢＩスリランカ短期国債ファンド 
（毎月決算型） 

 
追加型投信／海外／債券 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、「ＳＢＩスリランカ短期国債ファンド（毎

月決算型）」は、2017年12月18日に第11期決算を

行いました。 

ここに第６期～第11期中の運用状況をご報告

申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお

願い申し上げます。 
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○設定以来の運用実績 
 

作 成 期 決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

第１ 
作成期 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2016年12月29日 10,000 － － － 340 

１期(2017年２月17日) 9,765 0 △2.4 97.6 828 

２期(2017年３月17日) 9,576 0 △1.9 99.0 823 

３期(2017年４月17日) 9,355 45 △1.8 99.5 794 

４期(2017年５月17日) 9,785 45 5.1 99.1 775 

５期(2017年６月19日) 9,582 45 △1.6 99.8 705 

第２ 
作成期 

６期(2017年７月18日) 9,752 45 2.2 96.6 694 

７期(2017年８月17日) 9,645 45 △0.6 100.5 654 

８期(2017年９月19日) 9,681 45 0.8 98.6 628 

９期(2017年10月17日) 9,757 45 1.2 96.2 572 

10期(2017年11月17日) 9,772 45 0.6 96.8 534 

11期(2017年12月18日) 9,849 45 1.2 95.6 530 
 

（注１） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。また、期中騰落率は、各期末の基準価額（税込み分配金含む）を前期末基準価額（分配落）

で除して算出したものです。 

（注２） 設定日の純資産は、設定元本を表示しております。 

（注３） 当ファンドは主として「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質的にスリラ

ンカの短期国債等に投資し残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利変動に伴う価格変動リスクの低減を

はかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考

指数もないことから、参考指数等も記載しておりません。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第６期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2017年６月19日 9,582 － 99.8 

６月末 9,624 0.4 99.1 

(期  末)    

2017年７月18日 9,797 2.2 96.6 

第７期 

(期  首)    

2017年７月18日 9,752 － 96.6 

７月末 9,572 △1.8 99.1 

(期  末)    

2017年８月17日 9,690 △0.6 100.5 

第８期 

(期  首)    

2017年８月17日 9,645 － 100.5 

８月末 9,694 0.5 96.4 

(期  末)    

2017年９月19日 9,726 0.8 98.6 

第９期 

(期  首)    

2017年９月19日 9,681 － 98.6 

９月末 9,985 3.1 101.1 

(期  末)    

2017年10月17日 9,802 1.2 96.2 

第10期 

(期  首)    

2017年10月17日 9,757 － 96.2 

10月末 9,926 1.7 95.4 

(期  末)    

2017年11月17日 9,817 0.6 96.8 

第11期 

(期  首)    

2017年11月17日 9,772 － 96.8 

11月末 9,843 0.7 95.7 

(期  末)    

2017年12月18日 9,894 1.2 95.6 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 当ファンドは主として「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質的にスリラ

ンカの短期国債等に投資し残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利変動に伴う価格変動リスクの低減を

はかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考

指数もないことから、参考指数等も記載しておりません。 
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■当作成期の運用状況と今後の運用方針（2017年６月20日から2017年12月18日まで） 

○基準価額等の推移 

  

  
（注１） 当ファンドは主として「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質的にスリラ

ンカの短期国債等に投資し残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利変動に伴う価格変動リスクの低減を

はかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考

指数もないことから、参考指数等も記載しておりません。 

（注２） 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したとみなして計算したファンド運用の実質的なパフォーマンス

を示すものです。 

（注３） 分配金の再投資についてはお客様がご利用のコース等により異なります。また、ファンドの運用経過については、当ファンドのパ

フォーマンスを示したものであり、ファンドの購入価額により課税条件等が異なるため、お客様の損益の状況を示すものではありま

せん。 

（注４） 分配金再投資基準価額は、期首（2017年６月19日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの分配金再投資基準価額は、2017年６月20日に当期の最安値となる9,724円を付けた後、スリラ

ンカ国債利回りが低下（債券価格は上昇）基調で推移したことから、緩やかに上昇する展開となりました。し

かしながら、８月以降は北朝鮮情勢の緊迫化に伴い、外国為替市場でリスク回避の円買いが進行したことか

ら、当ファンドの分配金再投資基準価額はやや軟調に推移しました。その後は、リスク回避の後退などにより

為替相場が円安基調に転じたことにより、当ファンドの分配金再投資基準価額は緩やかに上昇し、12月14日に

当期の最高値となる10,396円を付けました。当期末の分配金再投資基準価額は期を通じて＋5.7％上昇の

10,269円となりました。 
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○投資環境 

※以下のコメントの内容は、ＳＢＩボンド・インベストメント・マネジメント株式会社からのコメントを基にＳＢＩアセットマネジメント

が編集したものです。 

 

【スリランカ国債市況】 

期の前半は、インフレ指標や民間向

け貸し出しなどのスリランカ国内の

経済指標が落ち着きを示したことか

ら、スリランカ短期国債市場の利回り

は緩やかに低下（債券価格は上昇）し

ました。 

期の後半も、スリランカ短期国債利

回りは低下（債券価格は上昇）基調と

なりました。スリランカ政府が取り組

んでいる財政赤字削減政策への期待

感などから、海外資金が同市場へ流入

し下支えしました。 

 

 

【為替市況】 

期の前半は、為替市場では円高基調

となりました。北朝鮮情勢の緊迫化を

受けたリスク回避の動きなどから米

ドルが円に対して下落し、米ドルと概

ね連動するスリランカ・ルピーも円に

対して下落しました。 

期の後半は、為替市場では円安基調

となりました。米ドル／円が米金利上

昇等を受けて円安基調となったこと

で、米ドルと概ね連動するスリランカ・

ルピーも円に対して上昇しました。 

期を通じてみると、スリランカ・ル

ピーは円に対して概ねレンジ内での

推移となりました。 

 

  

  
出所：Bloombergのデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 

  
出所：Bloombergのデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
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○当ファンドのポートフォリオ 

＜当ファンド＞ 

主として「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質

的にスリランカの短期国債等に投資し、残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利

変動に伴う価格変動リスクの低減をはかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の中長期的な成長を

めざして運用を行いました。 

 

＜ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

スリランカの短期国債等（国債、政府保証債、政府機関債）及び国際機関債を主要投資対象とし、安定した

収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行いました。 

なお、直近11月末時点のポートフォリオについては以下の通りとなっております。 

 

 

 

 
（注１） 平均格付とは、基準日時点での本ファンドの組入投資信託証

券にかかる信用格付を加重平均したものです。そのため、本

ファンドにかかる格付ではありません。 

格付はS&P、ムーディーズ、フィッチの高いものを使用してい

ます。 

（注２） デュレーションとは、債券投資におけるリスク度合いを表す

指標です。金利変動に対する債券価格の反応度（リスクの大

きさ）を表しています。なお、デュレーションが長いほど債

券価格の反応は大きくなります。 

（注３） 最終利回りは、債券購入日から償還日までに得る受取利息や

償還差損益（額面と購入価額の差）等、合計額が投資元本に

対して１年あたりどの程度となるかを示すものです。 

（注４） クーポンは額面金額に対する単年での利息の割合を表します。

（注５） 平均直接利回りは平均時価単価に対する平均クーポンの割

合です。 

 
 

（注）現金等には信託報酬および為替ヘッジに伴う含み損益等も含

まれます。 

 
※ 上表については、ＳＢＩボンド・インベストメント・マネジメント株式会社の資料を基に、ＳＢＩアセットマネジメントが作成しています。 

 

＜ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

主要投資対象である「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れ、これを維持しました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは主としてＳＢＩボンド・インベストメント・マネジメント株式会社が実質的な運用を行う

「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質的にスリラン

カの短期国債等に投資し、残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利変動に伴う価

格変動リスクの低減をはかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の中長期的な成長をめざして運用

を行うため、ベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載しており

ません。 

 

○分配金 

当作成期の分配金は、基準価額水準、市況動向等を勘案し、下表の通りといたしました。 

なお、分配に充てずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。 

 

 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第６期 第７期 第８期 第９期 第10期 第11期 

2017年６月20日～ 
2017年７月18日 

2017年７月19日～ 
2017年８月17日 

2017年８月18日～ 
2017年９月19日 

2017年９月20日～ 
2017年10月17日 

2017年10月18日～ 
2017年11月17日 

2017年11月18日～ 
2017年12月18日 

当期分配金 45  45  45  45  45  45  

(対基準価額比率) 0.459％ 0.464％ 0.463％ 0.459％ 0.458％ 0.455％ 

 当期の収益 45  45  45  45  45  45  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 28  33  39  47  49  54  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配原資の内訳 
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○今後の見通しと運用方針 

＜当ファンド＞ 

引き続き、「ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、実質

的にスリランカの短期国債等に投資し、残存期間の短い債券を中心にポートフォリオを構築することで金利

変動に伴う価格変動リスクの低減をはかり、安定したインカムゲインの確保と信託財産の中長期的な成長を

めざして運用を行います。 

 

＜ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

当該投資信託を運用している、ＳＢＩボンド・インベストメント・マネジメント株式会社は、以下のように

コメントをしています。 

 

スリランカ財務大臣は、同国の財政赤字が、2017年の対GDP比5.2％から2018年は同4.8％へ、2020年までに

は同3.5％へ低下する見通しであると述べました。スリランカ政府が取り組んでいる財政赤字削減政策を市場

では評価しております。 

天候不順による食料品価格の上昇で一時的に高まった消費者物価の沈静化を受けて、政策金利も現状の水

準で推移する公算が高いと考えています。今後も海外投資家による継続的な資金流入が期待できることから、

スリランカ国債市場は安定した推移が続くことが見込まれます。 

為替市場については、米ドル／円に概ね連動するスリランカ・ルピー／円が、主に米国の金融政策の影響を

受ける米ドル／円の影響を受けつつも、レンジ内で推移するものと見ています。 

こうした環境下におけるファンドのパフォーマンスは、短期的には為替市場の影響を受けて変動する局面

も想定されますが、長期的にはスリランカ国債の相対的に高いインカム収益を中心にファンドの収益が積み

上がっていくことを想定しています。 

運用においては、主にスリランカ現地通貨建て短期国債での運用を継続する方針です。また、残存年数が短

くなった銘柄については、一部入れ替えによる長期化も図る予定です。 

 

＜ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

主として、短期金融資産 マザーファンドの受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短期公

社債および短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2017年６月20日～2017年12月18日) 

項 目 
第６期～第11期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 29  0.293  (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 5)  (0.054)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (22)  (0.226)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.013)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 13   0.132   (b)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 3)  (0.035)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印  刷 ） ( 9)  (0.097)  開示資料等の作成・印刷費用等 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他費用 

 合 計 42   0.425    

作成期中の平均基準価額は、9,774円です。  

 
（注１） 作成期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注３） 項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注４） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概

要」に表示することとしております。 

（注５） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年６月20日～2017年12月18日) 

 

 

銘 柄 
第６期～第11期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用） 41,000,000 39,333 260,000,000 252,425  

 
（注１）金額は受渡し代金。 

（注２）単位未満は切捨て。 

投資信託証券 
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○利害関係人との取引状況等 (2017年６月20日～2017年12月18日) 

 

区       分 

第６期～第11期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 39 39 100.0 252 252 100.0 

 
（注） 金額の単位未満は切捨て。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社ＳＢＩ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2017年12月18日現在) 

 

銘 柄 
第１作成期末 第２作成期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用） 735,000,000 516,000,000 505,834 95.4 

ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 1,004,319 1,004,319 997 0.2 

合 計 736,004,319 517,004,319 506,832 95.6 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

○投資信託財産の構成 (2017年12月18日現在) 

項 目 
第２作成期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 506,832 93.6 

コール・ローン等、その他 34,440 6.4 

投資信託財産総額 541,272 100.0 
 

（注）評価額の単位未満は切捨て。 

 

○特定資産の価格等の調査 

該当事項はありません。 

 

利害関係人との取引状況 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第６期末 第７期末 第８期末 第９期末 第10期末 第11期末 

2017年７月18日現在 2017年８月17日現在 2017年９月19日現在 2017年10月17日現在 2017年11月17日現在 2017年12月18日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 711,824,665   673,130,136   635,865,173   586,029,396   552,320,782   541,272,203   

 コール・ローン等 30,219,170   13,990,642   729,480   35,558,303   31,103,390   26,521,112   

 投資信託受益証券(評価額) 670,913,495   658,185,894   619,758,093   550,471,093   517,289,392   506,832,691   

 未収入金 10,692,000   953,600   15,377,600   －   3,928,000   7,918,400   

(B) 負債 17,278,971   18,368,820   7,326,215   13,613,035   17,981,995   11,046,130   

 未払収益分配金 3,204,842   3,054,865   2,921,667   2,640,027   2,460,655   2,422,516   

 未払解約金 13,643,532   14,770,135   3,723,482   10,257,601   14,684,150   7,539,589   

 未払信託報酬 323,621   326,308   341,953   272,843   280,519   269,007   

 未払利息 82   38   1   97   85   72   

 その他未払費用 106,894   217,474   339,112   442,467   556,586   814,946   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 694,545,694   654,761,316   628,538,958   572,416,361   534,338,787   530,226,073   

 元本 712,187,192   678,859,092   649,259,379   586,672,714   546,812,374   538,336,968   

 次期繰越損益金 △ 17,641,498   △ 24,097,776   △ 20,720,421   △ 14,256,353   △ 12,473,587   △  8,110,895   

(D) 受益権総口数 712,187,192口 678,859,092口 649,259,379口 586,672,714口 546,812,374口 538,336,968口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,752円 9,645円 9,681円 9,757円 9,772円 9,849円 
 
<注記事項(運用報告書作成時には監査未了)> 

(貸借対照表関係) 

作成期首元本額 735,982,584円 

第６～11期中追加設定元本額  75,145,572円 

第６～11期中一部解約元本額 272,791,188円 
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○損益の状況 

項 目 
第６期 第７期 第８期 第９期 第10期 第11期 

2017年６月20日～ 
2017年７月18日 

2017年７月19日～ 
2017年８月17日 

2017年８月18日～ 
2017年９月19日 

2017年９月20日～ 
2017年10月17日 

2017年10月18日～ 
2017年11月17日 

2017年11月18日～ 
2017年12月18日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 3,848,298   3,730,017   3,532,281   3,216,950   2,878,396   2,847,463   

 受取配当金 3,848,902   3,730,709   3,533,409   3,217,976   2,880,722   2,849,815   

 支払利息 △       604   △       692   △     1,128   △     1,026   △     2,326   △    2,352   

(B) 有価証券売買損益 11,258,168   △ 7,506,029   2,118,948   4,077,693   648,172   4,197,830   

 売買益 11,711,129   652,847   2,362,353   5,405,015   1,255,656   4,360,889   

 売買損 △   452,961   △ 8,158,876   △   243,405   △ 1,327,322   △   607,484   △  163,059   

(C) 信託報酬等 △   430,515   △   436,888   △   463,591   △   376,198   △   394,785   △  527,367   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 14,675,951   △ 4,212,900   5,187,638   6,918,445   3,131,783   6,517,926   

(E) 前期繰越損益金 △18,095,893   △ 6,138,149   △12,571,023   △ 9,143,188   △ 4,434,992   △3,637,516   

(F) 追加信託差損益金 △11,016,714   △10,691,862   △10,415,369   △ 9,391,583   △ 8,709,723   △8,568,789   

 (配当等相当額) (     290,662)  (     314,780)  (     330,612)  (     333,058)  (     358,905)  (    391,433)  

 (売買損益相当額) (△11,307,376)  (△11,006,642)  (△10,745,981)  (△ 9,724,641)  (△ 9,068,628)  (△8,960,222)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △14,436,656   △21,042,911   △17,798,754   △11,616,326   △10,012,932   △5,688,379   

(H) 収益分配金 △ 3,204,842   △ 3,054,865   △ 2,921,667   △ 2,640,027   △ 2,460,655   △2,422,516   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △17,641,498   △24,097,776   △20,720,421   △14,256,353   △12,473,587   △8,110,895   

 追加信託差損益金 △11,016,714   △10,691,862   △10,415,369   △ 9,391,583   △ 8,709,723   △8,568,789   

 (配当等相当額) (     290,662)  (     314,780)  (     330,612)  (     333,058)  (     358,905)  (    391,433)  

 (売買損益相当額) (△11,307,376)  (△11,006,642)  (△10,745,981)  (△ 9,724,641)  (△ 9,068,628)  (△8,960,222)  

 分配準備積立金 1,732,977   1,949,691   2,250,511   2,441,375   2,366,639   2,524,362   

 繰越損益金 △ 8,357,761   △15,355,605   △12,555,563   △ 7,306,145   △ 6,130,503   △2,066,468   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

（注４） 第６期計算期間末における費用控除後の配当等収益（3,738,646円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（290,662円）および分配準備積立金（1,199,173円）より分配対象収益は5,228,481円（10,000口当たり73円）であり、うち

3,204,842円（10,000口当たり45円）を分配金額としております。 

（注５） 第７期計算期間末における費用控除後の配当等収益（3,293,129円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（314,780円）および分配準備積立金（1,711,427円）より分配対象収益は5,319,336円（10,000口当たり78円）であり、うち

3,054,865円（10,000口当たり45円）を分配金額としております。 

（注６） 第８期計算期間末における費用控除後の配当等収益（3,242,537円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（330,612円）および分配準備積立金（1,929,641円）より分配対象収益は5,502,790円（10,000口当たり84円）であり、うち

2,921,667円（10,000口当たり45円）を分配金額としております。 

（注７） 第９期計算期間末における費用控除後の配当等収益（3,051,047円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（333,058円）および分配準備積立金（2,030,355円）より分配対象収益は5,414,460円（10,000口当たり92円）であり、うち

2,640,027円（10,000口当たり45円）を分配金額としております。 

（注８） 第10期計算期間末における費用控除後の配当等収益（2,556,172円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（358,905円）および分配準備積立金（2,271,122円）より分配対象収益は5,186,199円（10,000口当たり94円）であり、うち

2,460,655円（10,000口当たり45円）を分配金額としております。 

（注９） 第11期計算期間末における費用控除後の配当等収益（2,634,301円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（391,433円）および分配準備積立金（2,312,577円）より分配対象収益は5,338,311円（10,000口当たり99円）であり、うち

2,422,516円（10,000口当たり45円）を分配金額としております。 
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＜ご参考＞ 

主要投資対象の投資信託証券の概要 

名称 ＳＢＩボンド スリランカ短期国債ファンド（適格機関投資家専用） 

形態 国内投資信託 

運用目的・ 

運用方針 

・スリランカの短期国債等（国債、政府保証債、政府機関債）及び国際機関債を主要投
資対象とし、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行います。 

・債券の組入比率は、原則として高位を保ちます。 

・外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジは行いません。 

・重大な投資環境の変化が生じた場合には、信託財産の保全の観点から、委託会社の判
断により主要投資対象への投資を大幅に縮小する場合があります。 

・資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。 

主な投資制限 

・株式への投資割合は、転換社債の転換及び新株予約権（転換社債型新株予約権付社債
の新株予約権に限ります。）の行使等により取得したものに限り、信託財産の純資産
総額の10％以内とします。 

・投資信託証券（上場投資信託証券を除きます。）への投資割合は、信託財産の純資産
総額の５％以内とします。 

・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

収益分配 

・分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等とします。 

・原則として、信託財産の成長に資することを目的に、配当等収益の中から基準価額の
水準等を勘案して分配金額を決定します。ただし、配当等収益が少額の場合には、分
配を行わないことがあります。 

信託期間 原則として無期限（設定日：2016年12月30日） 

決算日 毎月７日（休業日の場合は翌営業日） 

信託報酬 純資産総額に対し年0.3888％（税抜：年0.36％） 

委託会社 ＳＢＩボンド・インベストメント・マネジメント株式会社 

受託会社 三井住友信託銀行株式会社 

 



－ 13 －

添付ファンド_9pt_703836.indd   13添付ファンド_9pt_703836.indd   13 2018/02/09   10:14:242018/02/09   10:14:24



－ 14 －

添付ファンド_9pt_703836.indd   14添付ファンド_9pt_703836.indd   14 2018/02/09   10:14:252018/02/09   10:14:25



－ 15 －

添付ファンド_9pt_703836.indd   15添付ファンド_9pt_703836.indd   15 2018/02/09   10:14:252018/02/09   10:14:25



12 18

－ 16 －

添付ファンド_9pt_703836.indd   16添付ファンド_9pt_703836.indd   16 2018/02/09   10:14:252018/02/09   10:14:25



－ 17 －

添付ファンド_9pt_703836.indd   17添付ファンド_9pt_703836.indd   17 2018/02/09   10:14:252018/02/09   10:14:25



－ 18 －

添付ファンド_9pt_703836.indd   18添付ファンド_9pt_703836.indd   18 2018/02/09   10:14:252018/02/09   10:14:25



－ 19 －

添付ファンド_9pt_703836.indd   19添付ファンド_9pt_703836.indd   19 2018/02/09   10:14:252018/02/09   10:14:25


